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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-38 高等学校 数学 数学 A  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数 A104-905 改訂版 最新 数学A 

 

１．編修の基本方針 

本教科書は，教育基本法第 2 条に示す教育の目標を達成するために，以下の 4 つを基本方針に

据え，着実なる学力向上を目指した。 

 

 

 

 

 

 
 
 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
章扉 ・生活の中に数学が活用できる事例を紹介し，生

徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識で

きるようにした（第１号，第２号）。 

6～7 ページ， 

58～59 ページ， 

112～113 ページ 

第1章 場合の数と確率 
 

・場合の数や確率における場面設定においては，

男女に偏ることがないように留意して記述した

（第３号）。 

・文章題で通学方法，クラブ活動などを調べる事

例を考えることで，数学と日常生活との関連を

重視する態度を養う機会を設けた（第２号）。 

・文章題でクレープのトッピング，ケーキとドリ

ンクのセットなどを調べる事例を考えること

で，数学と職業との関連を重視する態度を養う

機会を設けた（第２号）。 

・公共交通機関を利用する場面を設け，環境の保

全に寄与する態度が養われるように配慮した

（第４号）。 

6～57 ページ 

 

 

13 ページ 

18 ページ 

24 ページ 

16 ページ 

 

 

 

13 ページ 

30 ページ 

第2章 図形の性質 ・図形の性質を用いて，辺の長さや角の大きさな

どを求める能力や，論理的に証明する能力がつ

くように配慮した（第１号）。 

・おもりを付けた三角形の板を水平につるすため

のひもの位置を考えることで，数学と日常生活

との関連を重視する態度を養う機会を設けた

（第２号）。 

 

58～111 ページ 

 

 

73 ページ 

 

 

 

１ ⾒やすく，視覚的に理解しやすい紙面を追求。 
２ 知識，技能をスムーズに定着。 
３ 思考⼒，判断⼒，表現⼒を育成する問題もある程度充実。 
４ 生徒が自ら学びを深めるための工夫がある。 
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第3章 数学と人間の活
動 

・数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に

数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を

養えるように配慮した（第１号，第２号）。 

・エラトステネスのふるい，ユークリッドの互除

法，象形文字について考えることで，他国の先

人の知恵を学び，それを尊重する機会を設けた

（第５号）。 

112～149 ページ 

 

 

118 ページ 

126～128 ページ 

134 ページ 

振り返り ・節末に，その節で学んだ内容を振り返る場面を

設け，これまでとは違った角度からの問題を取

り上げることで，確かな知識が身につくように

配慮した（第１号，第２号）。 

30 ページ 

31 ページ 

54 ページ 

76～77 ページ 

108 ページ 

数学のことば ・日常ではあまり用いられない数学特有の表現に

ついて取り上げ，真理を求める態度を養えるよ

うにした（第１号）。 

150～152 ページ 

練習の答，節末問題・
章末問題の答 

・意欲のある生徒には自学自習もできるよう，練

習・節末問題・章末問題の最終的な答を掲載し

た（第２号）。 

153～158 ページ 

さくいん ・自ら振り返って学習もできるように，さくいん

を入れた（第２号）。 

159～160 ページ 

中学校までの基本事項 ・必要に応じて中学校までに学習した内容を確認

できるよう掲載した（第２号）。 

後見返し 

 

 
 
３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

基本方針にのっとり，以下の点に特に意を用いた。 

 

１ ⾒やすく，視覚的に理解しやすい紙面を追求。 
各項目は，なるべく左ページから始まるようにし，内容の展開が一目でわかるように配
慮した。 
 
図を多用して，視覚的に理解を深められるように配慮した。 
●和集合の要素の個数 （11 ページ） 
 和集合の要素の個数について，

図を通して理解が深まるように

工夫した。 

 

 

 

●三角形の内角の二等分線と比  

（62 ページ） 
 定理の数式と，図を関連づける

ことで，覚えやすくなるように

工夫した。 
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●ユークリッドの互除法 
 （126，127 ページ） 
 ユークリッドの互除法と割り算の

等式の関係を，図を用いて丁寧に

説明した。 

 
２ 知識，技能をスムーズに

定着。 
中学数学との関連を配慮した。 
●中学校で学んだ内容の復習 
 （60，80，81，94，95 ページ） 

第２章「図形の性質」では，円周

角の定理とその逆，基本的な作図

など，中学校で学んだ知識を復習

してから，数学Ａの内容に入るよ

うにした。 

●後⾒返し 
 後見返しに第２章「図形の性質」

と関連する中学数学の基本事項を

まとめ，必要に応じて振り返りが

できるように配慮した。 

 

学習内容の繋がりが把握しやすい。 
●既習事項を示す線 
 中学校やそれまでの項目で学習済み

の内容には，そのことを示す線を引

いた。 

●構成要素「次への一歩」 
 構成要素「次への一歩」で，その項目

で学習した内容を確認する問題の問い

方を工夫し，次の項目を意識した問題

を取り上げた。17 ページの「次への一

歩」では，18 ページで学習する順列を

意識させる問題を取り上げた。 

 

１つの例・例題には，１つの学習内容のみを扱っているので，無理なく段階的に学習で
きる。 
●組合せの利用 （26，27 ページ） 

 正六角形の点の選び方，委員の選び方，部屋に分ける方法の 3 段階に例題を分けて丁寧に

扱った。 

●三角形の外心，内心，重心 （64〜69 ページ） 
たとえば外心であれば，垂直二等分線が 1 点で交わることの証明，外心の定義，外心のまと

め，例，練習を見開きで構成した。内心，重心についても，同様の構成にし，統一感をもっ

て学習できるよう配慮した。 
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学習内容を振り返ることで知識，技能を確実に定着。 
●内容の区切りや節末に「振り返り」を 

設け，それまでに学習した知識，技能 

を振り返ることができるようにした。 

また，それに関連した問を与え，知

識，技能の定着と深い理解に繋げる

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎〜標準レベルの充実した問題量。 
●順列・組合せの計算や，平面図形の求値問題など，今後の基礎となるものについては，反復

量を豊富に扱い，定着を図った。 

●内容の区切りや節末に「節末問題」を設け，例・例題の復習問題を扱った。 

また，問題文の近くに関連した例・例題の参照番号を記しているので，フィードバック学習を

することができる。 

 

３ 思考⼒，判断⼒，表現⼒を育成する問題もある程度充実。 
考えを深める問いを適切な場⾯で設定している。 
●構成要素「深める」 

構成要素「深める」として，更に類問を考えて

みる，発展させた問題を考えてみるなど，本質

的な理解に繋がる問いを適切な場面に設定し

た。 

脚注として掲載することで，本文と識別しやす

いレイアウトになっており，生徒の理解度等に

よって，適切なタイミングで取り上げることが

できる。 

 
 
 
 

本⽂外の「研究」を学ぶことで，更にレベルアップが可能。 
「研究」…… やや程度の⾼い内容 

生徒の興味・関心に応じて，自主的に取り組めるような構成とし，その能力を伸ばせるよう

に記述した。 

●三角形の辺と角（74，75 ページ） 
●正五角形の作図（99 ページ） 
●正多⾯体が 5 種類である理由（107 ページ） 
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４ 生徒が自ら学びを深めるための工夫がある。 
生徒が主体的に学習に取り組むための工夫がある。 
●構成要素「深める」 →３ 
●ICT の活用 Link マーク 

教科書の内容に関連した参考

資料，理解を助けるアニメー

ション，生徒自らが考察する

ためのツールなどのデジタル

コンテンツを用意しており，

インターネットに接続するこ

とで活用できる。紙面では表

現が難しい動きをともなうコ

ンテンツもあり，生徒がこれ

らに触れることで理解を深め

ることができる。 

 

 

数学の⾯白さ，数学のよさ，数学の奥深さが実感できる。 
●章扉 

その章の内容に関連した生活

の事象や社会の事象などを紹

介し，その章を学ぶ動機づけ

になるようにしている。 

 

●コラム 
本文の内容に関連する興味深

い話題をコラムとして取り上

げている。 

 
 
 
 
 

５ ユニバーサルデザインに関する取り組み 
●色づかい 

色覚の個人差を問わず多くの人に見やすい

よう，カラーユニバーサルデザインに配慮

した。 

●⽂字 
本文等に，多くの人に見やすく読みまちが

えにくいデザインの文字（ユニバーサルデ

ザインフォント）を使用した。 

 

 

通常のフォント 

ユニバーサルデザインフォント 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-38 高等学校 数学 数学 A  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数 A104-905 改訂版 最新 数学A 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

１ 全体的な留意点 

１ 基礎的・基本的な知識及び技能が確実に理解できるように，平易な具体例による平

明な説明を第一とした。 

２ 学習内容の体系に留意しながら，それらを細分化して展開することで，学習事項が

確実に身につくように配慮した。 

３ 思考力，判断力，表現力を育成できるように，本教科書を使用する生徒の特性を踏

まえた問題を適切に扱うことを心掛けた。 

４ 日常の事象や社会の事象を扱い，数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようと

する態度等を養えるように配慮した。  

５ 内容の理解の定着のため，図版やレイアウトなど視覚面での工夫を心掛けた。 

 

 

２ 教科書の特色 

１ 中学校数学との接続に留意し，導入にその復習を取り入れるなどして，高校数学へ

の接続がスムーズになるように配慮した。さらに，中学校数学やそれまでの項目で既

習の内容を本文で扱う際は，既習の内容であることが分かるよう印を設けた。 

２ 豊富な具体例を段階的に配置することで，出来る限り広い層の生徒が理解できるよ

うに留意した。 

３ 重要事項は，適切な箇所に配置し，枠で囲んだり強調したりすることで，基礎的・

基本的な知識及び技能が確実に定着するように配慮した。 

４ 生徒自らが問題に取り組みそれを解決することは，学習内容の確実な定着を図るだ

けでなく，新たな学習事項に対して更なる関心や意欲を喚起するものである。そのた

め，本書では，この点に留意し，基本的な問題から標準的な問題を幅広く取り上げ

た。 

５ 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度等を養えるよう，章扉に

日常の事象や社会の事象を取り上げた。 

６ 多色刷のグラフや図を効果的に使い，視覚的にも理解を容易にするように配慮し

た。さらに，色覚の個人差を問わず多くの人が見やすいよう，カラーユニバーサルデ

ザインに配慮した。また，本文の和文書体として，多くの人が見やすく読みまちがえ

にくいデザインの文字（ユニバーサルデザインフォント）を用いた。 
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３ 教科書の構成要素 

[章扉] 

その章の内容に関連した日常の事象や社会の事象などの課題を紹介した。 

[例] 

本文の理解を助けるための具体的な例である。 

[例題] 

その項目の内容の基礎となる問題や代表的な問題である。 

必要に応じて「考え方」を記し，解答の方針などを示した。「解答」は，答案として

の一例である。 

[練習] 

例，例題の内容を反復学習するための問題である。 

巻末にその答えをまとめてあり，生徒が自学自習しやすいように配慮した。 

[次への一歩] 

その項目で学習した内容のうち，次の項目で必要な内容を確認するための問題であ

る。 

[深める] 

見方を変えて考えてみるなど，内容の理解を深めるための問題である。 

ページ下の脚注で扱っているので，必要に応じて取り組めるようにした。 

[振り返り] 

内容の区切りや節の終わりにある。それまでの基本事項をまとめた。 

また，それらの理解を深めるための問題を「問」で取り上げている。 

[節末問題] 

内容の区切りや節の終わりにある。 

節末問題Ａはその章の復習で，学習事項を確認するためのものである。 

節末問題Ｂはやや程度の高い問題を含んでいる。 

問題文に関連するページや例・例題番号を示し，フィードバック学習をできるように

した。 

[章末問題] 

各章の終わりにある。 

その章の内容全体の復習で，応用的な問題を中心に取り上げた。 

[研究] 

本文の内容に関連するやや程度の高い内容を扱った。場合によっては省略してもよ

い。 

[コ ラ ム] 

その章に関連した興味深い話題を取り上げた。 

[数学のことば]  

日常生活ではあまり用いられない数学特有の表現について，本文から参照を入れ，巻

末でいくつか取り上げた。 

 

インターネットへのリンクマーク 

この教科書に関連した参考資料，理解を助ける

アニメーション，活動を効果的に行うためのツ

ールなどが利用できる目印である。 

インターネットに接続することで活用できる。 
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４ 各章において配慮した点 

第１章 場合の数と確率  場合の数／確率 

章全体に渡って例・例題を豊富に掲載することで，具体例を通じて場合の数や確率の

求め方を習得できるように配慮した。 

数学Ⅰで学習する「集合」のうち，本章で必要な事柄を最初の項目にまとめた。 

順列の導入では演奏する曲順を，組合せの導入では演奏する曲を考えるといった同じ

題材を扱い，順列と組合せの関係を理解しやすくなるよう配慮した。 

組合せの項目の後半では，組分けの問題や最短の道順の総数を求める問題などの，代

表的な標準問題を扱った。 

確率の乗法定理を利用する題材として，２人で交互にくじを引いたときに先に引いた

方，後に引いた方のどちらが当たりを引きやすいか考察する題材を扱った。また，期

待値を利用する題材として，同じ参加料で挑戦できる２つのゲームのそれぞれの期待

値を求め，どちらのゲームに参加すると得かどうかを考察する題材を扱った。 

 

 

 

第２章 図形の性質  三角形の性質／円の性質／作図／空間図形 

例・例題・練習は，辺の長さや角の大きさを求める求値問題を中心に扱った。 

平面図形の定理には証明を与え，理路整然とした証明の書き方を学べるように配慮し

た。 

三角形の外心，内心，重心のように，関連のある事項については，ページレイアウト

を揃えたり，見開きで扱ったりし，統一感を持って学習できるよう配慮した。 

円の最初の項目では，中学校で学んだ円周角の定理とその逆の復習を扱った。 

作図では，中学校で学んだ基本的な作図方法を項目初めにまとめた。また，正五角形

の作図を研究として扱い，発展的に考察する機会を設けた。 

空間図形では，立方体を切断して多面体の体積を求める問題などの，空間を考察する

力を要する題材も扱った。 

 

 

 

第３章 数学と人間の活用 

約数と倍数ではバーコード，素数と素因数分解ではＲＳＡ暗号，整数の割り算ではカ

レンダーと曜日，１次不定方程式では上皿天びんで量ることのできる重さ，記数法で

は２進法と文字コード，座標の考え方ではＧＰＳといった数学と人間の活動との関わ

りについて扱った。 

エラトステネスやユークリッドといった数学者を取り上げ，数学史的な話題を扱っ

た。 

象形文字やローマ数字などの数学と文化の関りについても扱った。 

数学と人間の活動，文化の関りといった上述の内容の理解に役立つよう，最小公倍数，最

大公約数の求め方や１次不定方程式の解き方，１０進法から２進法への変換といった基本

的な事項も扱った。 
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２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第 1 章 場合の数と確率 

第 1 節 場合の数 

第２節 確率 

 

(2)場合の数と確率 

ア(ｱ)(ｲ),イ(ｱ) 

ア(ｳ)(ｴ)(ｵ),イ(ｲ)(ｳ),内容の取扱い(2) 

6～57ページ 34 

第２章 図形の性質 

第 1 節 三角形の性質 

第２節 円の性質 

第３節 作図 

第４節 空間図形 

 

(1)図形の性質 

ア(ｱ),イ(ｱ)(ｲ) 

ア(ｲ),イ(ｱ)(ｲ) 

ア(ｱ)(ｲ),イ(ｲ) 

ア(ｳ),イ(ｱ)(ｲ) 

58～111ページ 34 

第３章 数学と人間の活動 

 
 

(3)数学と人間の活動 

ア(ｱ)(ｲ),イ(ｱ)(ｲ),内容の取扱い(3)(4) 

112～149ページ 22 

 
 計 90 

 
 

※配当時数について 

配当時数は，教科書紙面の内容を取り上げる時数を想定したものである。実際の授業では，具体的な事象

の考察を通して数学への興味や関心を高め，数学をいろいろな場面で積極的に活用できるようにすること

が求められており，そのような数学的活動のための時数も考慮する必要がある。 
  

 


